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＜別紙＞ 
 
ご参考までに、本教科書のまえがき、執筆者紹介、目次を掲げます。 

 
まえがき 
ねらい 

副教材としての利用 
通常、授業では、専門知識やそれら理論の説明、解説に重点を置いた教科書

が使用されている。経営学においても同様である。 
そうした中で、ビジネスケースを中心に編纂したのが本書である。教科書で

経営の専門知識を学んだ後に、本書の実際のビジネスケースについて知識を使

って思考力を磨くのが目的である。専門知識や手法をどのように使えば、経営

の意図や方向性が理解できるのか、を学ぶのである。主教材に対する副教材と

しての利用を想定している。 
対象とする読者 
大学学部の学生をはじめ、30 歳前後を中心としたビジネスに携わる方々やビ

ジネス・スクールの大学院生の中の経営学の初学者が読者である。 
実際のビジネスケースであれば、馴染みがあったり興味もわきやすい。そう

した親近感を通じて学習の理解を増進していく。また、バラエティに富んだ業

種のビジネスケースを 16 事例、取り上げているが、学部学生が仕事に関心を持

ったり、特定の仕事を志望する上で、１つのきっかけ作りになればという思い

もある。 
 
特 徴 

ビジネス勘が備わった執筆者 
ビジネスケースは、執筆順に岡山大学、香川大学、中村学園大学、九州産業

大学、西武文理大学、静岡大学―６つの大学で現在、教鞭をとっている教員と、

MBA の修了生、在学生によって執筆された。 
執筆した教員の多くは過去、企業に勤務しビジネスを経験していること、そ

うでない教員もこれまで数多くの事例を分析、考察した経験を持っていること、

MBA の修了生、在学生は今まさにビジネスを追求している真っただ中にあるこ

と、つまりいずれもビジネス勘が備わった執筆者である点が特徴である。 
事実の記述に徹した 16 ケース 
ビジネスケースの数は 16 事例。ケースの本文は「事実を記述すること」に徹

している。読者である学習者に先入観を抱かせないように、分析や評価は一切

加えていない。つまり、学習者が自由に分析し、評価できるように配慮したケ
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ースであることが重要な特徴である。 
なお、いずれのケースも冒頭部分では予備知識として業界・市場の概況を紹

介している。 
 
討議の促進 
ケースの先頭には討議のための問いを設けている。これは、第１部のケース

分析のための基礎知識やそれら以外に学んだ知識を使って問いに答えるもので

ある。 
討議の際は、ケースの本文中の該当箇所を検索したり、指摘したりするが、

それらが容易に示せるように、各ページに行数を表示している。 
討議のための問いに答えるには、経営に関するさまざまな知識が必要になる。

本書では経営戦略とマーケティングのベーシックな知識のみを選別して、導入

部分で解説している。しかし、これら基礎知識だけで本書に掲載したすべての

ビジネスケースの問いに答えられるものではない。また、学習者の自由な分析

を促すには本書の基礎知識だけにとらわれる必要もない。そのため、主教材の

他の教科書からも知識を補完して思考をできるだけ深めて欲しい。 
 
構 成 
本書は、第１部のケース分析のための基礎知識と、第２部の実際のビジネス

ケースの２部構成である。 
第１部 ケース分析のための基礎知識 
第１部の基礎知識では、第１章で経営戦略に関して、差別化戦略、多角化戦

略などを解説した。第２章ではマーケティングに関して、関係性マーケティン

グ、サービス・マーケティングなどを解説している。 
第２部 実際のビジネスケース 
第２部のビジネスケースは、製造業、ソフトウエア、観光、外食、金融機関、

医療機関など幅広い業種の 16 事例を取り上げた。各章は次のように構成してい

る。 
第３章は商品開発として、ハイブリッド車、食品などの開発ケース、第４章

はテーマパークやワインツーリズム、第５章はホテルやアパレルなどのチェー

ン展開、第６章は海外事業を含めたケース、第７章は地域密着型のケース、第

８章は市場に後発参入したケース、第９章は特徴を持った ICT 企業のケース、

最後に第 10 章では患者中心の病院経営を取り上げている。 
なお、討議のための問いについて、本書を授業教材に用いて講義を行う大学

教員用に、ティーチングガイドを用意している。希望される方は、巻末の発行

所宛てにお問い合わせください。 
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